
令和４年度 第４回社会教育委員会議次第 

 

 

日 時：令和５年（2023年）３月 28日(火) 

14時 00分～16時 00分 

会 場：生涯学習センター２階 市民ホール 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

２ 報告 

令和４年度神奈川県社会教育委員連絡協議会 

地区研究会（箱根町会場）について 

 

３ 議事 

 （１）市民大学講座について（枠組み、周知・広報） 

 

４ その他連絡事項 

 

【事前送付資料】 

１ 会議次第 

 ２ 資料 

 （１）神奈川県社会教育委員連絡協議会・地区研究会（箱根町） 

に参加して（委員報告）・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

  （２）第４回社会教育委員会議 審議課題  ・・・・・・・・資料２ 

  （３）令和４年度市民大学前期講座募集要領・・・・・・・・・ 資料３－１ 

  （４）市民大学後期講座 聴講できる講座・・・・・・・・・・資料３－２ 

  （５）令和４年度市民大学講座募集要領・ポスター配布先一覧・・・・資料４ 

  



資料１ 

神奈川県社会教育委員連絡協議会・地区研究会（箱根町）に参加して 

松 本 敬之介 

開催月日；２月１６日（木） 

開催場所；仙石原文化センター 

出 席 者；渡辺（委員）、山岸（委員）、松本（委員）、遠藤（市） 

開催目的；県内の社会教育委員が一堂に会し、それぞれの地域での取り組みや社会教育の 

今日的課題について、研究協議・情報交換することにより資質の向上を図る 

内  容； 

① 人権講話 

スクールソーシャルワーカー（SSW）からみた「子どもの人権」についての講話 

・箱根町教育相談センターについて 

・教育支援室「にじいろ」の活動 

・SSW として意識していること 

② 事例発表（1）・・社会教育委員による発表 

「学校と地域の連携」から公民館の中心的な存在である社会教育センターで定期

的な活動をしている「明星会」に幅広い世代交流について、社会教育委員から提

言した結果に基づいた活動の紹介 

③ 事例発表（2）・・社会教育委員による発表 

「学校と地域の連携」から幅広い世代交流を図る「仙石原文化センターまつり」

についての紹介 

感  想； 

① 人権講話 

SSW とスクールカウンセラー（SC）との違いやスクールソーシャルワークなど多

くの知見を得ることが出来た。 

② 事例発表（1） 

社会教育委員からの働き掛けによる「明星会」主催による小学校３年生を対象に

した社会教育センターの見学と交流の模様が知ることが出来た。 

③ 事例発表（2） 

仙石原文化センターを活用しての世代交流の場を自治会連合会を中心に地元住民

が主体となり、実施しているまつりの紹介であったが、社会教育委員のかかわり

が明確でなかった。 

④ その他 

・開催目的を十分に満足している内容ではなく、物足りなさを感じた。 

・地区研究会では地元紹介は不要となっているのに紹介があった。 

・会場内がとにかく寒かった 



資料２ 

第４回社会教育委員会議 審議課題 

 

 

１ 講座の枠組・形式等について 

  

（１）市民大学講座の主な形式 

① 講義形式  

   受講者が多くても少なくても対応できる定番の形。本市の市民大学 

講座では生涯学習センター（まなびかん）を会場に、ほとんどがこの 

形式で開催している。 

② フィールドワーク形式 

 野外観察や実地見学など。①の講義形式との組み合わせで行うことも 

ある。開催にあたっては、はぐれてしまう方がいないか、行程に危険 

がないかなど、受講者の安全確保要員が必要。 

③ ワークショップ形式 

     受講者参加型・体験型。多人数だと参加意識が薄れてしまうため定員 

数の設定が重要。また、受講への心理的ハードルが高いと思われるが、 

一方では受講者同士の密なつながりが生じ、サークル化につながる 

ことが期待できる。 

④ オンライン及びオンデマンド形式 

     インターネット環境があれば、スマートフォンやパソコンで、自宅を

はじめ、どこからでも受講できる形。また、オンデマンド形式（あら

かじめ撮影された講座映像をインターネットで視聴する形）であれ

ば、自分の都合に合わせていつでも受講が可能。 

本市の市民大学では、試行錯誤しながら、対面型との併用で年２講座 

程度実施している。 

 

 

 

（２） 講座の定員について（資料３－１参照） 

   概ね 20～120人。生涯学習センターで開催しているため、学習室の定 

員に基づく。応募が募集定員を超える場合は定員を増やして受け入れた 

り、特に応募が多かったものは、日時をずらして同じ内容の講座を開講し 

たりすることがある。 

 



資料２ 

（３） 講座の開催時間帯（資料３－１参照） 

平日、土日等の休日も含めて開講。午前は 10時～12時、午後は 13時 

30分～15時 30分の時間帯が中心。夕方・夜間は 18時前後～20時前後 

で、午前、午後に比べて開講数は少ない。  

 

（４） 講座１コマあたりの時間（資料３－１参照） 

概ね 90分～120分 

 

（５） １講座あたりの回数（コマ数）（資料３－１参照） 

 ４月に「さきがけ講座」、５月以降に「前期講座」、７月以降に「夏期講 

座」「ジュニアカレッジ」、10月以降に「後期講座」を開催。 

概ね以下の４つに区分できる。 

① 前期講座（通年開催） 15～20回程度 

② 前期講座（前半開催） ５～20回程度 

③ 後期講座 ５～10回程度 

④ その他 １～３回程度 

 

（６）受講者の参加形態（資料３－２参照） 

 聴講生制度 

一連の講座のうち自分の好きな回のみ受講する形。どのような講座か 

体験してみたい、受講料を全回分払うのではなく都合がつく受講分だけ

の支払いにしたい、という場合に向いている。現状では、定員に空きが

ある場合のみという制限あり。事前予約はできず、講座の開催日当日に

生涯学習センターにお越しいただき、先着順での受付を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ご意見をいただく際の視点（例）◆ 

 応募のハードルが高いと感じられるワークショップ、ここ数年で定着してきた

オンラインやオンデマンド講座の必要性 

 講座形式、曜日、時間帯のニーズ（世代や生活スタイルによる違い） 

 １コマどのくらいの時間や１テーマどのくらいの回数が適当か（気軽に受講し

たり、受講を躊躇したりする目安は） 

など、ご意見をいただきたい。 



資料２ 

２ 周知・広報の方法・媒体、周知・広報先（資料４参照） 

（１）主な媒体 

① 募集要領、チラシ 市公共施設等に配架 

② まなびかんニュース 市公共施設等に配架（約１万部/月） 

③広報よこすか 全戸配布だが、記事が掲載されにくい 

④タウンニュース 有料記事。新聞折込みで配付 

⑤まなびかんホームページ 月平均 3,500件（R4年度アクセス数） 

⑥まなびかんツイッター（※） フォロワー267人 

⑦横須賀市公式ツイッター フォロワー約 33,000人 

⑧横須賀市公式 LINE  登録者数約 149,500人 

※まなびかんツイッターの記事をアップ後、市公式ツイッター、横須賀美 

術館ツイッターでのリツイートを依頼 

 <情報の取り方> 

 ①、②は最寄りの配架場所に自分で取りに行く。 

 ③、④は自宅まで届く。 

 ⑤、⑥、⑦は自分で見に行く。 

 ⑧は登録者には自動配信される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ご意見をいただく際の視点（例）◆ 

 市民大学講座の募集において有効だと感じる広報媒体講座形式 

 これまで受講したことのない人々に気づいてもらえる広報媒体・手段は？ 

（世代や生活スタイルによる違い） 

 情報発信におけるデジタルと紙媒体とのバランス 

など、ご意見をいただきたい。 



資料２ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

以下の点について参考にご意見をいただきたい旨、生涯学習財団から依頼がありまし

たので、よろしければご意見をご記入のうえ、会議当日ご持参いただければ幸いです。 

 

★現在の市民大学講座の受講年齢層の中心は７０代。開拓できていない若年層の取り組

みも課題だが、生涯学習センターでは、現在の５０代～６０代の「若い世代」を「次

の７０代（未来の７０代）」とみなし、取り込みを強化したいと考えている。 

また、潜在的市民ニーズを探る一助として、委員の皆様や家族、友人・知人の間で話

題になっていること、関心が高まっていることについて教えていただきたい。 

 

【ご意見記入欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★全戸配布される広報よこすかの編集方針が変わり、市民大学講座の記事が必ずしも掲

載されなくなった。広報よこすかに代わる手段を見つけていきたいと考えている。①

多くの人が集まり、情報を目にしたり手に取ったりしやすい場所や、②口コミのよう

に広がりを持って伝わっていく手段や広報・周知先、良いアイデアがあればご提案い

ただきたい。 

 

【ご意見記入欄】 

 










































